















ジャン・ボダン（1529/30-1596）の遺稿『七賢人の対話』Colloquim heptaplomeres de 















1 テクストとして使用したのは François Berriot (éd), Jean Bodin, Colloque entre sept scavant qui sont 
de differens sentiments, Genève, 1984. 
2 写本のコピーはフランス, ドイツを中心に多数残されている (ibid., LI-LX). なお, 『七賢人の対
話』が初めて出版されたのは, 19世紀半ばのことである. 
3 Henri Baudrillard, Jean Bodin et son temps,Tableau des théories politiques et des idées économique au 
seizième siècles, Paris, 1853, Aalen(Scientia Verlage), 1964, p.193. 
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ある。この文字列は様々に解釈できる。例えば「Haec ego Johannes Bodinus 
Andegavensis scripsi anno aetatis LXIII. 私、アンジュの人ジャン・ボダンが 63歳の
時にこれらを書いた」、あるいは、「Hic Est Joannes Bodinus Andegavensis, Suae Anno 
Aetatis LXIII. アンジェの人ジャン・ボダンが 63歳の時にこれらの書簡を書いた」な
ど。『ジャン・ボダンとその時代』の著者であるボードリヤールによれば、パリ王立図
書館に残っているフランス語の訳本に＜J.B.A.C.C.L.A de LXIII ans＞と書かれたもの
があり、これは「Jean Bodin Angevin Composa Cette Lettre Agé 63 ans. アンジュの人
ジャン・ボダンがこの書簡を書いた」と読める 5。「epistlam」あるいは「lettre」とい
う言葉は、この書物が書簡としてある人物に宛てられているために用いられた。 
 ところで、ボダンの「63年目の年」というのは、彼が 1529年の後半から 1530年の




4 ibid., pp.194-195. 
5 ibid., p.191, 
6 Noel Malcolm,≪Jean Bodin and the authorship of the Colloquium Heptaplomeres≫, dans 
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イヤールであり、彼が死ぬ以前に書かれた可能性があることと、第 2篇は 7月 15日の











Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, LXIX, 2006, p. 99.  
7 清末尊大『ジャン・ボダンと危機の時代のフランス』木鐸社，1990年, pp. 515-516. 
8 ボダンのテクストを校訂したベッリォもこの点について触れている. 写本の中には「1588年」と
記載されているものがあることに加え，『七賢人の対話』の方が『自然の劇場』より反コペルニク
ス的な見解を示しているため、後者の方が後に書かれたであろうと述べる. François Berriot, ≪La 
fortune deu Colloquim heptaplomeres≫, dans François Berriot (éd), op cit., XLVI. 
9 Noel Malcolm, op. cit., p.99 
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11 Pierre Mesnard, ≪Pensée religieuse de Bodin≫ dans Revue de seizième siècle 16, 1929, p.95. 
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12 Lettre de Chapelain à Conringius, 1 juiillet 1673, dans Roger Chauviré, Jean Bodin, auteur de la 
≪République≫, Paris, 1914, p.537. 
13 Henri Baudrillard, op.cit., p.193. 
14 清末尊大, 前掲書, p.425. 
15 五十嵐豊作「ジャン・ボダン『ヘプタプロメレスの歴史』」『法政論集 53』, 1971年, p.22. 
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16 Jean Bodin, Les six livres de la République, Paris, 1576 (La dixième édition, paru à Lyon en 1593), 
Paris, p. 206. 
17 François Berriot(éd), Jean Bodin, op.cit., p. 201. 
18 ibid., p. 569. 
19 Roger Chauviré, op.cit., pp.105-106. 
20 Jaques Birouste, ≪L’Enigme d’anthropologie religieuse dans le Colloquim heptaplomeres≫, 
L’œuvre de Jean Bodin, dans Acte du colloque tenu à Lyon à l’occasion du quatrième centenaire de sa mort, 
11-13 janvier 1996, Paris, 2004, p. 499.  
21 Mathilde Bernard, ≪Le Colloquim heptaplomeres ou l’exil de la tolérance≫, dans Papers on the 
French Seventeenth Century Literature, vol.XXXVII, n˚73, Tübinge, 2010, pp. 405-406. 
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22 Pierre Mesnard, op.cit., p. 120. 




                                                 
調和のもたらされる場としてこれを選択したと推測される。そして、このことは『七
賢人の対話』の舞台がカトリックのコロナエウス邸に設定されていることがこれを象
徴しているように思われる。また、コロナエウスがこの対話の中で果たしている役割
も無視できない。対立する見解のために対話者たちの議論が辛辣なものとなったとき、
コロナエウスは間をとりもつような発言をする。彼はサロモンらのように、長々と如
才ない発言をあてがわれることはないが、7人の中にあっては調停者、すなわちハー
モニーを生み出す重要な役割を果たしている。ここには、ボダンのカトリック教会に
対する思いが投影されているのではないだろうか。 
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